
　

海
外
旅
行
で
街
中
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
足
を
運
ん
だ
時
、
見
慣
れ
た
ブ
ラ

ン
ド
の
ロ
ゴ
が
付
い
た
バ
ッ
グ
や
時

計
な
ど
が
、
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る

の
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
、フ
ェ
ン
デ
ィ
、

オ
メ
ガ
、
ロ
レ
ッ
ク
ス
…
。誰
も
が
一

度
は
あ
こ
が
れ
る
こ
れ
ら
の
製
品

が
、日
本
で
購
入
す
る
数
分
の
一
、い

や
、
数
十
分
の
一
の
価
格
で
売
ら
れ

て
い
る
。い
わ
ず
も
が
な
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て〝
ニ
セ
モ
ノ
〞だ
。

　

国
境
を
越
え
た
モ
ノ
の
移
動
が
活

発
化
す
る
昨
今
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に

模
倣
品
被
害
が
増
大
し
て
い
る
。自

動
車
部
品
、
電
子
機
器
、
衣
服
、
食
品

ま
で
も
粗
悪
な
ニ
セ
モ
ノ
が
出
回

り
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
や
故
障
、

健
康
被
害
が
相
次
い
で
発
生
。特
に

外
国
製
品
が
標
的
と
な
り
や
す
く
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
か

ら
経
済
的
打
撃
が
深
刻
化
し
て
い

る
。日
本
企
業
の
模
倣
品
被
害
社
数

を
見
る
と
、
こ
の
10
年
で
約
３
倍
に

ま
で
増
加
。強
い
懸
念
の
声
が
上
が

模
倣
品
被
害
に
苦
し
む

日
本
企
業

っ
て
い
る
。

　

経
済
活
動
が
グ
ル
ー
バ
ル
化
し
た

が
ゆ
え
に
、
市
場
に
出
回
る
製
品
を

保
護
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
に
な
っ

た
の
が「
知
的
財
産
権
」。し
か
し
、
イ

ン
フ
ラ
、
教
育
、
食
料
な
ど
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
開
発

途
上
国
で
は
、
ど
う
し
て
も
後
回
し

に
さ
れ
が
ち
な
分
野
だ
。こ
の
支
援

に
着
目
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
経
済
産

業
省
特
許
庁
と
協
働
で
、
中
国
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
各
国
で
知
的
財
産
権
の

普
及
を
進
め
て
き
た
。

　

ア
ジ
ア
経
済
の
一
端
を
担
う
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
も
、

ま
さ
に
〝
模
倣
品
天
国
〞。市
街
地
の

路
上
に
立
ち
並
ぶ
露
店
に
は
、
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
、
海
賊
版
・
違
法
コ
ピ

ー
の
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
所
狭
し

と
置
か
れ
て
い
る
。現
地
の
人
に
と

っ
て
は
当
た
り
前
の
光
景
―
。こ
う

い
っ
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知

的
財
産
権
に
関
す
る
法
律
は
ほ
と
ん

ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。専
門
分
野

の
人
材
も
育
成
さ
れ
て
い
な
い
状
態

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
５
年
、

法
務
人
権
省
知
的
財
産
権
総
局
（
Ｄ

Ｇ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
を
対
象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
。行
政
の
効
率
化
、
法

制
度
の
運
用
・
執
行
の
改
善
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。さ
ら
に
国
内
全

土
に
わ
た
っ
て
、、
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。知
的
財
産
権
の
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

特
許
庁
の
根
本
恭
志
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専

門
家
は「
そ
も
そ
も
形
の
な
い『
無
体

財
産
』
に
独
占
権
を
与
え
て
保
護
す

る
の
が
知
的
財
産
権
。表
に
は
出
て

こ
な
い
地
味
な
作
業
で
す
が
、
経
済

活
動
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
プ
ロ

セ
ス
で
す
」
と
話
す
。「
日
本
は
明
治

時
代
以
来
、
海
外
か
ら
の
技
術
導
入

と
自
国
技
術
の
発
展
の
た
め
、
知
的

財
産
権
の
保
護
を
重
視
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。ま
た
02
年
に
は
内

閣
知
的
財
産
戦
略
本
部
が
設
置
さ

れ
、
こ
の
分
野
で
豊
富
な
行
政
経
験

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
存

分
に
生
か
し
伝
え
て
い
き
た
い
」。こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ゆ
く
ゆ
く

は
日
本
企
業
の
保
護
に
も
つ
な
が

る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
供

与
し
て
い
る
開
発
政
策
借
款
に
お
い

て
も
、「
知
的
財
産
権
」
は
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

投
資
環
境
改
善
の
一
環
と
し
て
、
政

府
も
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　

一
方
、隣
国
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、知

的
財
産
権
に
対
す
る
取
り
組
み
が
先

立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
光
工
学
、

情
報
通
信
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
、
新
た
な
分
野
の
研
究
開
発
が
進

ん
で
い
る
同
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
産

業
政
策
を
保
証
す
る
た
め
、
知
的
財

産
権
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い

る
。09
年
の
国
際
特
許
出
願
件
数
（
世

界
知
的
所
有
権
機
関
発
表
）
を
見
て

も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
7
件
に
対
し

マ
レ
ー
シ
ア
は
２
２
４
件
。そ
の
数

に
は
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
07
年
よ
り
、
同
国
で

急
速
に
進
む
産
業
発
展
の
波
に
追
い

付
く
べ
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
知
的
財
産

公
社（
Ｍ
ｙ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）の
体
制
強
化
を

支
援
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
。知
的
財
産
権
を
適
切
に
運
用

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
日

本
の
特
許
庁
を
モ
デ
ル
に
、
本
澤
功

J
I
C
A
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、

特
許
審
査
官
の
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、
大
学
や
企

業
の
関
係
者
に
対
す
る
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
の
企
画
・
立
案
も
実
施
。そ
の
成

果
を
も
と
に
国
内
各
地
で
実
施
し
た

セ
ミ
ナ
ー
に
は
各
１
０
０
人
近
く
が

集
ま
り
、
産
学
官
連
携
に
つ
い
て
の

国
際
比
較
、
中
小
企
業
に
お
け
る
知

的
財
産
権
の
活
用
方
法
な
ど
、
実
践

的
な
戦
略
が
学
べ
る
と
好
評
だ
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
で
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
域
内
の

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め

「
南
南
協
力
」
の
重
要
性
も
叫
ば
れ
て

い
る
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
昨
年
７

月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｄ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

の
職
員
３
人
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪

問
。ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
と
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
で
行
わ
れ
た
知
財
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
し
、Ｍ
ｙ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
や
科
学
技

術
省
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
取
り
組

み
を
視
察
し
た
。知
的
財
産
権
を
め

ぐ
る
情
勢
や
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
、
両

国
に
と
っ
て
、
大
い
に
刺
激
に
な
っ

た
よ
う
だ
。

　

途
上
国
の
産
業
が
発
展
す
る
に
伴

い
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

知
的
財
産
権
。国
境
を
越
え
た
モ
ノ

の
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
今
、
世
界

が
一
体
と
な
っ
て
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
だ
。

知
的
財
産
権
を
保
護
し

世
界
の
産
業
発
展
を

国境を越え、自由にモノが行き交うようになった現代社会。
しかし同時に、巷には多くの“模倣品”が出回るようになり、

日本企業の被害も多発している。
これらを取り締まるため、必要不可欠なのが「知的財産権」だ。

知的財産権を保護し
企業の権利を守る
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特集

相互依存の世界 
どこから来てる？私たちの暮らし

ニセモノがあふれるアジアンマーケット。クアラルンプールのチャイナタウンにも、多くの模倣
品が並ぶ通りがある

4月26日の「世界知的所有権の日」に合わせて、昨年4月に
ＭｙＩＰＯ主催でイベントを開催。ＪＩＣＡが中心となってブースを
出展し、岡田努専門家（中央）が身近な道具やおもちゃを用
いて科学の原理を紹介するプレゼンテーションを行った

（右）インドネシアの巡回セミナーでは、知的財産権の適切な保護
のあり方について、DGIPR職員、地方の法務人権局、警察、検察
などの関係者が集まり活発な議論を行った
（左）インドネシアの自動車部品店で模倣品の取り締まり。模倣品
対策のため、日本企業は定期的に警察などと協働で取り締まりを
実施している（写真提供 ： トヨタ自動車株式会社）

研修を受けたＭｙＩＰＯの
職員が、セミナーで知的
財産権の重要性につい
て訴える

日本マレーシア
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■世界の国際特許出願件数

経済活動の
グローバル化により、
1995年以降
急速に増加

参考：世界知的所有権機関

May 2010                         1819                         May 2010


